







































































































































































































































































































前 11時丁度に、新図書館がオープンしてから 11か月で延べ入館者数 100
万人となったのを記念してあるイベントを行った。利用者が気ままにお祝
いメッセージをポストイットに書いてホワイトボードに張り付けるだけの
イベントである。その名も「paper twitter」。ここに 1枚のメッセージが貼
り付けられていた。「もう大学＝図書館で良い。商学部 3年生」。この学生
にとって大学とは「図書館大学」である。だが一方、図書館が自主的な学
びの中心であるという幻想も捨てなければならない。同志社大学良心館の
ラーニング・コモンズである。
図書館とは全く別組織で運営されるこの日本最大規模のラーニング・コ
モンズと呼ばれる施設。学生は良心館のラーニング・コモンズを図書館の
一部であると認識して「大学＝図書館」とは思わないはずである。むしろ「大
学＝ラーニング・コモンズ」であると思うかもしれない。その一方、図書
館内にラーニング・コモンズを有して活発に活動している千葉大学附属図
書館のアカデミック・リンク・センターがある。これはまさに「大学＝図
書館で良い」という思いを誘発させるのではなかろうか？ただし、どちら
かの枠組みが良いとは決して言えないのである。
打って出る図書館員
図書館に文字通り軸足を置いた図書館長が図書館を変える事例を今まで
述べてきた。筆者が出会った記憶に残る 3人の図書館長。聞くところによ
ると、活動的な図書館長は他にもいるという。例えば佐賀県伊万里市民図
書館長。見学者がふらりと訪れても、すぐに図書館長がお出迎えして、図
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書館長室に通してコーヒーを伊万里焼のカップでふるまう、という話が面
白い。実はこの図書館の取り組みでユニークなのは「家読（うちどく）」の
薦めである。親子の家庭読書を薦めるために「うちどくおすすめの本リスト」
を作成するだけではなく、図書館内に家読コーナーを設置している。そし
て子ども・家庭、図書館、学校、行政・公民館が連携して家読を事業とし
て推進している。また図書館ボランティアが数百人単位でいるのも市民手
作りの図書館といえる。お馴染みの武雄市図書館が「テーマパーク型図書館」
ならば、伊万里市民図書館は「まちじゅう図書館型図書館」と表現する者
もいる。
ところで「なんと言っても館長が一番だ」として、図書館長を改革派の
旗手のように表現するだけではない。公共図書館には行動派の図書館員が
いる。彼は「何もバックボーンのない人が本当に就職に役立つ資格は何か」
という問いを立て、図書館の就労支援コーナーを彩るために、その地域の
ハローワークの統計データを調べて資料収集に奔走している。大事なのは
データをネットで調べて終わりではなく、市内の就職相談窓口巡りを行い、
あるときは外国人労働者、障害者、ひきこもり、介護職・保育士職・看護
師職を専門とした就労支援窓口を回り資料を収集してくる。図書館員は座っ
て仕事するだけではなく足で稼ぎなさいという典型的事例である。情報収
集するための情報リテラシー教育講座を受講してデータベース検索で実践
することも大切ではあるが、これが全てではない。女性再就職サポートセ
ンターや若者サポートセンター、あるいは県の福祉人材センター、外国人
労働者相談センターなどを巡り歩く図書館員の存在。それは大学図書館員
がキャリア支援室や学生相談室などを巡るのと同じであるが、大学図書館
員がはたしてどれだけ行えるのか？図書館内さえほとんど巡回もしない、
排架図書にさえ触れない図書館員。まさに塀（事務室）の中の図書館員で
よいのか？「なんと言っても館員が一番だ」ではなかろうか？
図書館が図書館でなくなる日
「図書館が図書館でなくなる日」とはなにか？それは図書館が変わるので
はなく、図書館員が変わる日のことである。司書課程やこの類のコースで
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学ぶだけではなく、広く社会のことを知る。そしてなによりも図書館に籠
ることなく外に打って出る図書館員が組織の中心を占めた時、それまでの
図書館が図書館ではなくなり新しい知の組織体ができるのである。一方、
資料のデジタル化の今を迎え、誰の目にも留まらない資料をデジタル化し
て公開するだけではなく、利用者あるいは地域の人々の学びのツールとし
て図書館員が水先案内人になって共に学び、共に楽しむ仕掛けが必要であ
る。図書館ホームページでデジタル資料を公開してこれで終わりでは、図
書を棚に並べて何もガイドしないのと同じなのである。
学術情報センター、図書情報館、図書文化館、情報創造館などの、図書
館とは呼ばない図書館がいま日本では続々と立ち上がっている。これから
も例えば知識創生館あるいはその地域特有の固有名前として「伊那谷学・
交流館」などさまざまな名称が生まれるであろう。しかしながら、図書館
という名称を今後とも使い続けていく図書館もあることは確かである。図
書館が図書館でなくなる日と銘打ったが、実はそれは図書館が真に図書館
であるために、さらに進化した日とも読み替えることができる。
最後に紹介するのは、佐賀県武雄市図書館を見学したある図書館員の言
葉である。
「よい点から。図書館の敷居の低さ。物販店のように入れます。BGMが
流れ、コーヒーの香りが流れ、貸し借りは二の次三の次で、本を眺めたり
レンタル CDを眺めたりできます。しゃべり声はあるのが普通。とりあえ
ず入れる気やすさは、従来の中小の公共図書館にはないものです。開館時
間が長いのは魅力です。客を指導する雰囲気がない。今の、わがまま化した？
市民（利用者）にはうけると思います。デザインのよさ。如何にも公務員
といった甘えを感じる雑然さはありません。予算がないから仕方がないと、
武雄は言わないのです。iPadの OPACは画像が出て、本選びの参考になり
ます。やはり画像の力は大きく、ほとんどの公共図書館にない強みです。
武雄で味わえる代官山。地域差があるはずですが、武雄で代官山の雰囲気
を少しでも味わえるのは武雄ではメリットなのだと思います。居住性の良
さと、勉強。トータルで居住性が高いので、勉強空間に向いていると思い
ます。勉強がはかどる人が増えるのは、結果として市政にプラスでしょうか。
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では次に気になる点を。図書館としての工夫が足りない。ユニバーサル
デザインとして、書架間が狭く、車椅子への配慮が足りません。また、児
童コーナーなどは、排架サインが足りず、子どもへのわかりやすさが足り
ないと思います。地域に根ざした図書館と言う点の疑問。地域で注目され
る題材や、テーマをもっと重視すべきと考えます。排架のわかりにくさ。
必ずしも NDCに頼る必要はありませんが、慣れればよいのだろうか？住民
が互いに学び合う場所を目指しているか？ツタヤの一方的サービスを超え、
図書館に集う方々が互いに結びつき、高め合う場所になればよいと感じま
した。スタバ以外に食べ物がない。公共図書館であれば、お弁当持参の方
も食事が取れるよう配慮すべきです。」
武雄市図書館の空間のつくりと似た図書館が秋田の国際教養大学図書館
である。秋田杉を使った空間の豊かさは人々を魅了する。人里離れて隔絶
された大学であるが故の、地の利を生かした 24時間眠らない図書館である。
我々が学ぶべきものは何であろう。それは武雄市図書館そのものでも国際
教養大学そのものでもない。学ぶべきは地域であり、その土地の利点を最
大限に活かす図書館の在り方ではなかろうか。大学図書館もしかりである。
ニーズを拾うのではなく、ニーズを生み出すことを考える力を図書館員は
養わなければならない。それは資料のもつ魅力を世に伝えるために最新の
技術を駆使して表現し、さらに自分の足で外に出て人と交わり人を知るこ
とに尽きる。伊那市立図書館は公共図書館の可能性を遥に凌駕した、我々
大学図書館人が見習うべき思想を提示していると言える。
絶対的に良いと言える図書館はない。しかしながら良いと思える図書館
はある。繰り返しになるが、それは「われ思う」からである。そして良い
と思ったら見習う努力をすることが肝心な点である。
では副題の問いである「図書館が図書館でなくなる日」とは何か。それ
は「図書館なんか」とか「図書館だから」、あるいは「図書館の人は」とか
いう疎外感を生む言い回しがなくなる日である。そして図書館員が知の狩
人として生まれ変わる日である。
